
何
の
た
め
に
温
暖
化
目
標
を

設
定
す
る
の
か

　気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ

Ｃ
）
が
、
六
年
ぶ
り
と
な
る
第
五
次
評
価
報
告
書
の

第
一
作
業
部
会
報
告
書
を
出
し
ま
し
た
。
前
回
の
報

告
書
か
ら
の
間
に
出
さ
れ
た
新
た
な
研
究
成
果
に
基

づ
く
、
地
球
温
暖
化
に
関
す
る
自
然
科
学
的
根
拠
の

最
新
の
知
見
が
と
り
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

そ
の
主
要
な
結
論
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

①
観
測
事
実

　気
候
シ
ス
テ
ム
の
温
暖
化
に
は
疑
う
余
地
が
な
い
。

一
九
五
〇
年
代
以
降
、
観
測
さ
れ
た
変
化
の
多
く
は

数
十
年
～
数
千
年
間
で
前
例
の
な
い
も
の
。
大
気
と
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海
洋
は
温
暖
化
し
、
雪
の
量
は
減
少
し
、
海
面
水
位

は
上
昇
し
、
温
室
効
果
ガ
ス
濃
度
は
上
昇
し
て
い
る
。

　具
体
的
に
は
、
一
八
八
〇
～
二
〇
一
二
年
に
お
い

て
世
界
平
均
地
上
気
温
は
〇
・
八
五
℃
上
昇
し
て
お

り
、
最
近
三
十
年
の
各
十
年
間
の
世
界
平
均
地
上
気

温
は
、
一
八
五
〇
年
以
降
の
ど
の
十
年
間
よ
り
も
高

温
。　一

九
五
〇
年
頃
以
降
、
多
く
の
極
端
な
気
象
お
よ

び
気
候
現
象
の
変
化
が
観
測
さ
れ
て
い
る
。
世
界
規

模
で
寒
い
日
や
夜
の
日
数
が
減
少
し
、
暑
い
日
や
夜

の
日
数
が
増
加
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
ジ
ア
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
大
部
分
で
熱
波
の
頻
度
が
増
加
し
、
特

に
北
米
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
強
い
降
水
現
象
の
頻
度
・

強
度
が
増
加
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。

②
温
暖
化
の
要
因

　気
候
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
人
間
の
影
響
は
明
白
。

人
間
活
動
が
二
十
世
紀
半
ば
以
降
に
観
測
さ
れ
た
温

暖
化
の
主
な
要
因
で
あ
っ
た
可
能
性
が
極
め
て
高
い

（
そ
の
確
率
は
前
回
の
九
〇
％
か
ら
九
五
％
以
上

へ
）。

③
将
来
予
測

　一
九
八
六
～
二
〇
〇
五
年
を
基
準
と
し
た
時
、
今

世
紀
末
に
お
け
る
世
界
平
均
地
上
気
温
の
変
化
は
最

大
四
・
八
℃
。
世
界
平
均
海
面
水
位
の
上
昇
は
最
大

〇
・
八
二
㍍
。

　ほ
と
ん
ど
の
陸
上
で
極
端
な
高
温
の
頻
度
が
増
加

す
る
こ
と
は
、
ほ
ぼ
確
実
。
中
緯
度
の
大
陸
の
ほ
と

ん
ど
と
湿
潤
な
熱
帯
域
に
お
い
て
、
今
世
紀
末
ま
で

に
極
端
な
降
水
が
よ
り
強
く
、
頻
繁
と
な
る
可
能
性

が
非
常
に
高
い
。

　報
告
書
で
は
続
け
て
「
温
室
効
果
ガ
ス
の
継
続
的

な
排
出
は
、
さ
ら
な
る
温
暖
化
と
気
候
シ
ス
テ
ム
す

べ
て
の
要
素
の
変
化
を
も
た
ら
す
。
気
候
変
動
を
抑

制
す
る
に
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
大
幅
か
つ

持
続
的
な
削
減
が
必
要
」
と
し
、「
二
酸
化
炭
素
の

累
積
排
出
量
が
温
暖
化
の
大
部
分
を
決
定
づ
け
る
た

め
、
気
候
変
動
の
大
部
分
は
、
た
と
え
二
酸
化
炭
素

の
排
出
が
停
止
し
た
と
し
て
も
、
何
世
紀
に
も
わ
た

っ
て
持
続
す
る
」
と
し
て
い
ま
す
。

　一
刻
も
早
く
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
大
き
く
減
ら

し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
改
め

て
強
く
科
学
的
に
訴
え
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　日
本
で
は
、
〇
九
年
に
民
主
党
の
鳩
山
由
紀
夫
・

元
首
相
が
掲
げ
た
「
温
暖
化
ガ
ス
を
二
〇
年
に
一
九

九
〇
年
比
で
二
五
％
削
減
」
と
い
う
目
標
を
、
一
三

年
一
月
、
安
倍
首
相
が
「
実
現
不
可
能
」
と
し
、
こ

の
十
一
月
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
開
か
れ
る
第
十
九
回
国

連
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ

19
）
ま
で
に
見
直
す
よ
う
に
指
示
し
ま
し
た
。

　経
産
省
は
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」
が
決
ま
ら

な
い
こ
と
な
ど
を
理
由
に
目
標
は
設
定
で
き
な
い
と

い
う
姿
勢
で
、
環
境
省
は
「
目
標
が
な
け
れ
ば
国
際

舞
台
で
戦
え
な
い
」
と
強
く
反
論
。
両
省
が
合
同
事

務
局
を
務
め
、
目
標
を
議
論
す
る
審
議
会
で
も
議
論

は
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

　そ
の
よ
う
な
中
、
十
月
一
日
に
「
安
倍
政
権
は
二

〇
年
ま
で
の
温
暖
化
ガ
ス
の
削
減
目
標
を
〇
五
年
比

六
％
か
七
％
程
度
と
す
る
調
整
に
入
っ
た
」
と
の
一

部
報
道
が
流
れ
ま
し
た
。「
〇
五
年
比
六
～
七
％
削

減
」
は
、
一
九
九
〇
年
か
ら
〇
五
年
ま
で
排
出
が
増

え
て
い
る
た
め
、
実
質
的
に
は
一
九
九
〇
年
比
増
加

と
な
り
、
京
都
議
定
書
で
の
目
標
「
マ
イ
ナ
ス
六

％
」
よ
り
も
緩
い
目
標
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　経
産
省
も
環
境
省
も
間
違
っ
て
い
ま
す
。
温
暖
化

目
標
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
が
決
ま
っ
て
か
ら
定
ま
る

も
の
で
も
な
い
し
、
国
際
交
渉
で
有
利
に
戦
う
た
め

に
定
め
る
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　温
暖
化
目
標
は
何
の
た
め
に
定
め
る
の
か
。
こ
の

ま
ま
で
は
未
来
世
代
に
も
末
長
く
悪
影
響
を
与
え
続

け
て
し
ま
う
温
暖
化
を
止
め
る
た
め
で
は
な
い
の
で

し
ょ
う
か
。
　
　
　

 （
幸
せ
経
済
社
会
研
究
所
所
長
）
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